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申 請 団 体

事 業 目 的 等

　相武台地区では、犯罪の抑止や交通事故の防止に向けて、各季の運動に合わ
せた地区のイベント等を利用して、防犯及び交通安全の啓発活動などを実施し
ているが、今後、各団体の連携を強化し、地域における犯罪の抑止及び交通事
故の防止等に関する活動を充実するなど、さらに効果がある取組が求められて
いる。
　地域住民が自転車にプレートを取り付けることで、防犯意識・交通ルール意
識の向上を図ると同時に、防犯・交通安全に対する意識の高い地域であること
をアピールし、地域全体で見守ることで犯罪や交通事故を未然に防ぐことを目
的とする。

申 請 事 業 名 自転車用プレート作成（防犯及び交通安全の啓発）事業

令和４年度　相武台地区地域活性化事業交付金決定事業の概要と評価

備 考

　自転車用プレートを５００枚作成した。プレートは、各小・中学校のＰＴＡ
を中心に２４０枚、自治会、交通安全母の会、防犯母の会、社会福祉協議会な
ど相武台地区の団体や個人に１０５枚を配布し、パトロールによる見守り活動
に協力いただいている（令和５年２月時点）。

　協力者より「プレートを付けたことで自らも交通ルールを強く意識するよう
になった。」、「協力者同士で会うと、地域全体で見守っているという一体感
を感じた。」等の意見があり、防犯意識・交通安全意識の向上が図られ、見守
り活動による一体感から地域住民の繋がりを強めることができた。
　残ったプレートは各小学校の新入学児童のＰＴＡや、新たに幼稚園や保育園
の保護者等に配布していく。また、次年度においては、イベント等におけるプ
レートの取り付けサービスや、プレートの啓発ポスターを夏休みの小学生に募
集することなどにより、新たに協力者を増やしていくことを予定しており、こ
れにより地域がより活性化していく事業だと感じている。

　元々複数年を見据えた作成枚数であり、次年度は新たに幼稚園や保育園のＰ
ＴＡにも協力を依頼し、見守り活動が拡大していくことで、事業の目的である
「地域全体で見守ることで犯罪や交通事故を未然に防ぐこと」に寄与していく
と考える。
　また、協力者を増やしていく方法として、取り付けサービスや啓発ポスター
などの工夫があり、活動を拡大していきたい気持ちが感じられる。

交 付 年 月 日 令和４年８月３１日

交 付 決 定 金 額 474,000円 （全体事業費） 474,320円

市 評 価

団 体 実 績 報 告

自転車用プレート作成実行委員会


